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令和 4年 7月 14日 輪島市立輪島中学校 

今月は、夏休みの読書におすすめする本を特集します。普段、時間がとれない人でも長期休暇の 

あいだは、読書をする絶好のチャンスです！思いがけず運命的な本との出会いがあるといいですね。 
  

 

 

 
 

「20歳のソウル」 中井 由梨子/著  

“俺の音楽は生き続ける。” 

 浅野大義が市立船橋高校の吹奏楽部に入部し作曲した『市船ＳＯＵＬ』 

は彼の告別式に仲間達によって演奏された。実話を元にした感動の物語！ 
 

「ぼくのメジャースプーン」 辻村 深月/著 

“うさぎは鳴かない。だから、鳴くうさぎは不幸なうさぎ。” 
 学校のうさぎが襲われた事件が原因で、ぼくの大切な友達は心を閉ざし 

言葉を失った。ぼくの特殊能力で犯人に復讐することを考えるのだが…。 

自分だったらどうするかを考えてしまう、罪と救済の意味を問う名作。 
 

「夢をかなえるゾウ 0
ゼロ

」 水野 敬也/著 

“ほな夢の見つけた教えたろか。” 
 主人公の彼には、そもそも夢がないのだが、神様ガネーシャから与えられた 

課題を次々とこなしていく。笑えて、すらすら読める、偉人の名言も学べる本！ 

 

  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

今月の特集 
 

「レベル 1 で異世界召喚された俺だけど、

なぜか新米魔王やってます。 

 

  

「ホラーチック文具」 

 

「レベル 1 で異世界召喚された俺だけど、

攻略本は読みこんでいます。」 

「空白小説」 

『54 字の物語』著者の新作！ 

最初と最後の文が決まっています。 

「1話 3分こわい家、あります。 

くらやみくんのブラックリスト 1～3」 

「ぜんぶ、 

藍色だった。」 

「いぬほん」 

 

 

「掟上今日子の 

忍法帖」 

  

「死神と天使の円舞曲
ワ ル ツ

」 

  「100 年越しの君に 

恋を唄う」 

 

「青鬼」 

 

「小説ブルーピリオド 

1＆2」 

  

「絶叫学級 34」 

  

映画化 

されました。 

「怖い４コマ 

ことわざ事典」 

 


